
   

            
               



 

 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 
 

 

０１ 思考の深化につながる主体的な学習活動のために     

「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた
授業改善を行い、知識の

理解の質を高めるとともに、特に思考力の育成に努めることで、
ＳＤＧｓを意識した教育活動を展開しています。非認知能力の
育成を図る道徳教育の充実や、ＩＣＴ機器の活用、カリキュラ
ム・マネジメントの充実による教科等横断的・学年等縦断的な視
点に立った資質・能力の育成に努め、児童が「本気で学び」、学ぶ楽しさを実感できる教育
実践に取り組むことで、目標４「質の高い教育をみんなに」を中心にＳＤＧｓの目標に貢献
しています。 

０２ 安心・安全な学校生活のために             

 児童一人ひとりのよさ
を生かし、「自己実現を図
る力」をはぐくむ教育活

動として、学習指導と関連付けながら生徒指導を充実させ、励ます指導を展開することで、
目標１０「国内および国家間の格差を是正する」などに取り組んでいます。目標２、５とも
関連して、安心で安全な社会の実現のため、一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教
を推進するとともに、いじめや不登校問題には「組織で対応１００％」を掲げて対応し、常
に正確な情報を把握するように努めています。また、ＳＣやＳＳＷとの連携を図り、教育相
談を充実させ、児童のみなず、保護者にとっても「安心で安全な学校」を目指しています。 

０３ 地域と連携し「郷土を愛する心情」をはぐくむために   

各教科等の特質に応じ
た体験活動を、意図的・計
画的・継続的に実施し、資

質・能力を偏りなく育成するとともに、学校研究の社会科・体育
科の充実を通して、児童の地域に対する誇りと愛情を育成してい
きます。目標１１「住み続けられるまちづくり」などと関連して、
地域とともにある学校づくりを推進するとともに、「常盤で子ど
もを育てたい」との期待に応えてまいります。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 心身ともに健康で 思いやりの心をもち 主体的に学ぶ常盤っ子の育成 

   「喜んで登校、満足して下校」 

 児童一人ひとりが、「学ぶ楽しさ」を実感し、 

「喜んで登校、満足して下校」ができるように 

教育活動を推進しています。 

■所在地：さいたま市浦和区常盤９丁目３０番９号        ■電話：048-831-2349 

■FAX：048-835-1354           ■交通：JR 京浜東北線 北浦和駅 徒歩 10 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

常盤小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 地域を生かした学校づくり 

                                         本校は学区の北端を見沼代用
水西縁が流れ、見沼たんぼに
も隣接しています。貴重な自
然を残す見沼田んぼにおいて
本校では２年生の生活科や４

年生の総合的な学習の時間で見沼たんぼを
訪れ、見沼たんぼの自然を学習していま
す。また、３年生がみぬま見聞館で自然体
験学習を行ったり、学校のプールで「ヤゴ
救出大作戦」を行ったりしました。これら
の経験を基に、４、５，６年の社会科、理
科でＳＤＧｓを意識した授業を行い、目標
６「安全な水とトイレを世界中に」、目標
１４「海の豊かさを守ろう」、目標１５
「陸の豊かさも守ろう」に貢献したいと考
えています。 

０２ 「食育」と各教科の連携 
本校では毎日「給食ニコニコ豆知識」を発行し、食育の

理解を深めています。読書週間のコラボメニューや、６

年家庭科でのメニューづくりなど教科、領域との連携

を図り、５年社会科において「持続可能な食料生産」を

考えていきます。 

０３ SDGs に関連する授業の推進と教育環境の整備 
学年のＳＤＧｓに関する単元を明確にし、各教科での授

業実践を行っていきます。６年生では学んだ事をふり返

り、地球環境や社会的課題などから具体的な課題を見付

け解決への方策を紹介し合います。SDGs に関心を持ち

実践することで、課題解決のために行動できる子を目指します。また、ユニバーサルデザイ

ンを取り入れた教室掲示を全校で統一し、全ての子どもが楽しく学び合い「わかる・できる」

ようになることを目指していきます。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
学校教育目標 

自ら学び、心豊かでたくましい児童の育成 
・すすんで考える子 
・礼儀正しい子 
・がんばる元気な子 

開校１４９年目の歴史ある学校です。 

■所在地：さいたま市浦和区領家４－１９－４   ■電話：048-831-2281 

■FAX：048-835-1351   ■交通：JR 京浜東北線北浦和駅、与野駅下車徒歩１５分 

または北浦和駅よりバス領家交番下車徒歩５分、木崎小学校下車徒歩２分 

さいたま市立 

木崎小学校 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 自分たちにもできる【SDGｓ仲本小バージョン】 

 代表委員が新年度が始まった時期に集まり、児童自身が考えた、「今の自

分たちにもできる【SDGｓ仲本小バージョン】１７この中から、紹介します。  

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

■所在地：さいたま市浦和区本太２－１２－３１   ■電話：048-882-3008 

■FAX：048-811-1331   ■交通：ＪＲ京浜東北線浦和駅東口徒歩５分 

 

さいたま市立 

仲 本 小 学 校 
『桜と太鼓の仲本小学校』 
～ 明日が楽しみ 仲本小 ～ 

１ 「進んで学習する子・思いやりのある子・明るく元気な子」という 
学校教育目標の具現化に向けた、一人ひとりの子どもの個性や人
権を尊重した教育活動の推進 

２ 児童会を中心に「ＳＤＧｓ仲本バージョン」を提案し、自分にも
できることから始める取組を始めています。  

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 

 

 

 
貧困をなくそう 
⇒一人でいる人に声をか 

け、一緒に遊ぼう 

飢餓をゼロに 
⇒自分が食べられる量を考 

え、苦手でもあと一口！ 

 

2 学期の始めに ０１をふまえ、再び代表委員が集まり、どの委員会がど

んな取り組みができるか検討しました。その後、各委員会に持ち帰り話し合

い、さらに全体で調整し、各委員会の目標を決定しました。 

 

０２ ＳＤＧｓを学び、考えよう！ 

調整後、全校児童に周知するた

めに、児童会の掲示板を用いて

お知らせしました。児童の目に

留まり、日常生活の意識づけと

なっています。 



 

 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
０１ 豊かな心をはぐくむ実践                    

 
令和３年度より、学校課題研究として「人としての生き方についての考えを深

め、よりよく生きる児童を育てる道徳教育の推進」を主題に設定し、道徳教育の

研究を行っております。 

「自己の生き方を考え、主体的な判断のもとに行動し、自立した人 

間として他者とよりよく生きるための基礎となる」道徳性を養うため 

には、教育活動全体を通して道徳教育を充実させる必要があります。 

本年度は、SDGｓ教育との関連を更に深めることによって、より一 

層教科横断的な視点から道徳教育を充実させることで、差別をなくし、 

平和や公正を大切にする心をはぐくみます。 

 

０２  一人一鉢活動                  
    

 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
学校教育目標 ～知・徳・体の調和のとれた子の育成～かしこい子・心の豊かな子・たくましい子

 

学校経営方針 「未来社会に向けて、シン化し続ける本太小学校」 

       ～ すべては、未来に生きる子どもたちの幸せのために ～ 
○笑顔あふれ、規律ある学校 

・児童一人ひとりの WellBeing（幸せ）を大切にし、生徒指導・教育相談を充実させると共に、安全で美し

い教育環境を整えることで、他者と豊かにかかわり、節度のある児童を育成する。 

 

○磨き合い・学び合い・高め合える学校 

・「さいたま市スマートスクールプロジェクト」を最大活用することで主体 

的に考え、行動し、豊かに交流できる児童をはぐくむ教育活動を推進する。 

 

○組織力を十分に発揮できる学校 

・教職員一人ひとりが互いを尊重し、支え合いながら教育実践を推進する。 

また、教育活動を積極的に公開していくことで、児童・保護者・地域に信 

頼される開かれた学校をめざす。 

■所在地：埼玉県さいたま市浦和区本太２丁目２６－２５ ■電話：048-882-3007 

■FAX：048-811-1333    ■交通：JR 浦和駅東口から徒歩 10 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

本太小学校 
 
 

本校では、一人一鉢活動を実施しています。一鉢の花を育てることで、生命の

尊さを学び、豊かな心をはぐくむとともに、自らの力で自らの環境を改善して

いこうとする姿勢をはぐくんでいます。  

また、栽培委員会の児童が中心となり環境維持活動を行ったり、５年生の総合

的な学習の時間で環境について考えたりと、子どもたちが主体的に環境保護に

ついて考えていけるようにしています。 

 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 
 
０１ 総合的な学習の時間を通して、育てるボランティアマインド 

 ４年生では、総合的な学習の時間に「福祉」について学習しています。 

体の不自由な人の目線に立ち、白杖体験、車いす体験を行いました。体験 

をした児童は、初めての感覚や普段歩いているところが不便になっている 

ことに気付き、みんなで気持ちよく過ごすためには、どうすればよいのか 

を考えることができました。児童一人ひとりが、自分と周りの人たちと共 

に過ごすための工夫をまとめた発表を考えています。差別することなく社会生活の中で支え合い、一人ひとりが生きる 

喜びを感じることができるよう「ともに生きる力」を育てていきたいと思います。 

 

０２ 夢のある未来を切り拓き、たくましく生きる児童の育成 
 本校では、さいたま市教育委員会の委嘱を受け、平成２９、３０、３１ 

年度に体育科、特別活動を通してオリンピック・パラリンピック教育の研 

究を推進しました。東京オリンピックのマスコット候補について議論した 

り、東京パラリンピックを目指す選手を招き、義足体験を行ったりしまし 

た。研究テーマのもと授業実践を重ね、「スポーツの価値」「多様性の尊 

重」「ボランティアマインド」「日本文化への関心」「豊かな国際感覚」を育みながら、児童が主体的・対話的に学ぶ 

授業を追究してきました。今年度はそれらを生かし、さいたまSTEAMS教育の研究を通じ、自分の思いや考えを伝え 

学び合う力を伸ばすための研修を行っています。 

 

０３ 毎日の食事をしっかりと食べることが、世界を変える第一歩 
 １０月１６日の「世界食糧デー」に合わせて、給食委員

の児童による                                          会の児童による昼の放送で「十分な食事が食べられていな 

い人を救うための食事をできるだけ残さず食べよう」とい

うよびかけを実施、さらに、食品ロスに         う呼びかけを実施。さらに、食品ロスによる環境への負荷  

が干ばつや洪水などの異常気象を起こしてしまうことも紹

介しました。また、本校の広報誌において、「食品ロス」をテーマに、７月に 

残された残菜量を紹介させていただきました。学校の残菜をなくすためには、一 

人ひとりが「もう一口だけ」食べればよいのだという気付きにつながりました。 

毎月１９日は「地産地消の日」。さいたま市内で収穫された米と小松菜を使った 

給食を提供し、給食の時間に栄養教諭が各学級を回り、さいたま市の農家さんが 

作ってくれた米と小松菜を使用していることを説明すると、児童は「おいしい」 

と言って食べていました。今後も地産地消を意識したおいしい給食を通して食品 

ロスについて考え、残菜量を減らしていけるよう工夫した取組を行っていきます。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
本校は、７６年目を迎えた地域と共に歩む学校です。 

１ 学校教育目標「進んで学び 高め合う 北小の子」のもと、伝統と創造、日本の若い力を育てる学校を目指します。 

２「あかるく なかよく すこやかに」を合い言葉として、よく考え進んで学ぶ子、心豊かで思いやりのある子、明るく 

健康でたくましい子、を育てます。 

３「感謝と貢献」一人ひとりが幸せになる学校を経営理念とし、教育活動を推進していきます。 

■所在地：さいたま市浦和区北浦和小学校   ■電話：０４８－８３１－２４６３ 

■ＦＡＸ：０４８－８３５－１３５２   ■交通：ＪＲ北浦和駅東口 徒歩６分 

さいたま市教育委員会では、ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

北浦和小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 児童の安心・安全な生活のために  

 本校では、１年生と３年生の児童を対象に「交通安全教室」を実施してい

ます。浦和警察署の方や、浦和交通安全協会の方、さいたま市交通指導員浦

和支部の方などをお招きし、１年生は「歩行教室」、３年生は「子ども自転

車免許」の教室を行っています。この教室を通して、交通安全についての意

識の高揚を図り、子どもたちが安全に生活できるようにしています。 

 また、緊急時や災害時を想定した一斉下校や引取り訓練を実施するととも

に、地震や火災、竜巻を想定した避難訓練を行っています。５・６年生で

は、心肺蘇生法の実習を保健の授業で行い、けがなどの状況をできるだけ速

やかに把握して処置すること、近くの大人に知らせることが大切であること

を理解できるようにしています。 

 

０２ 児童の豊かな未来のために  
本校では、６年生児童を対象に毎年「租税教室」を実施しています。さいた

ま市の税理士団体の方をお招きし、小学生に「税」についての理解を深めるこ

とを目的として行っています。この学習を通して、税はどのようにして使わ

れるのか、どのように自分たちの生活とつながっているのかを学ぶ機会とな

っています。また、納税は国民の義務であり、平等に徴収されることを知るこ

とで、税制、社会保障制度にも興味・関心をもたせ「平等」についての視点を

もたせられるようにしています。また主権者教育の一環としても取り組んで

います。さらに今年度は、５年生児童を対象に「金融経済教育」を実施し、金

融経済の知識の習得、よりよく生きていくことについて主体的に考える力の

育成を図ります。 

 

０３ 児童と地域のよりよい生活のために  
 本校では、４年生の「総合的な学習の時間」で「みんなにやさしいくらし」

というテーマのもと、誰もが住みやすいと感じるくらしについて調べる学習

を行っています。学習の中で、アイマスク、白杖、車椅子、高齢者疑似体験も

実施しています。これらの体験を通して、高齢者や障害のある方の生活の仕

方にふれ、様々な立場で暮らす人がいることに気付き、自己の生き方を考え

るとともに進んで地域と関わることを学ぶようにしています。 

 ５年生では、「ブラインドサッカー」体験を行い、障害のある人もない人も

混ざり合って一緒に楽しめることを実感しています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
１ 明るく 正しく たくましく「自ら学び、共に生きる子どもの

育成」の学校教育目標のもと、児童一人ひとりが輝く教育活動

を推進しています。 

２ 「笑顔が輝き、あいさつが響き合う仲町小」の合言葉のもと、

保護者・地域・学校の３者が手を取り合い、子どもたちの健や

かな成長を目指しています。 

３ 開校７２年を迎える、緑豊かな学校です。 
■所在地：さいたま市浦和区常盤８－１８－４   ■電話：048-831-4781 

■FAX：048-835-1355   ■交通：ＪＲ 浦和駅徒歩 20 分 北浦和駅徒歩 15 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

仲町小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 心豊かな児童の育成と安心して生活できる環境づくり 

本校では、これまでの道徳教育の研究を活かし、「思いやりの心
をもち、相手のことを考える子」（やさしく）、「自分で考え判断
し、進んで行動する子」（かしこく）、「自分

を見つめ、自信をもって前向きに取り組む子」（たくましく）の育成
を目指しています。特別の教科・道徳の授業では「多面的・多角的
な見方・考え方ができる」「自己の生き方について考えを深める」た
めの「考え」「議論する」授業を実践するとともに、授業後の自分の
生活について見つめ直す「心の時間」を設けています。各教室に
は、友達に言われて嬉しかった言葉「あったか言葉コーナー」を設
置し、いじめや差別をすることなく、互いを思いやる言葉や行動意
識を高める取組を実施しています。 
 

０２ 地域社会との連携と、主体的な学習を促す
ための取組 

 社会福祉協議会（民生委員児童委員・主任児童委員）と

連携し、９月の敬老の日に合わせて「敬老会参加者へのお

手紙」を２年生～６年生の児童全員が手紙を書いてお渡

しし、地域の高齢者との交流を深めています。また、総合的な学習の時間「人にやさしい町

へ」において、新都心ふれあいプラザを活用した、体の不自由な方の疑似体験（アイマスク・

車いす体験）を実施しています。そして、自分たちの町のバリアフリー、ユニバーサルデザ

インを見つけ出すとともに、地域の人がさらに快適に生活できるようにはどのような工夫

が必要か、自分たちにできることかを考え、地域社会への意識を高めています。 

 

０３ 学習活動を環境問題と関連付けた取組 
 ６年生の家庭科の学習を生かして、そ

れまでに習得した技能を生かして「エコ

バッグ」を製作しています。製作した「エ

コバッグ」を全校の各学級に配布し「ペットボトルキャップ回収袋」等と

して利用してリサイクル活動促進を図る活動に取り組んでいます。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 学校教育目標 『心身ともに健やかな子の育成』 

                     目指す児童像 
やさしく かしこく たくましく 

思いやりのある子 

（豊かな心） 

Growth 

自ら学び考え、表現する子 

（問題解決能力・表現力） 

Global 

力強く活動する子 

（健康な体力） 

Grit 

 
■所在地：さいたま市浦和区上木崎３－４－３ ■電話：048-831-3879 

■FAX：048-835-1350 ■交通：ＪＲ与野駅東口徒歩１０分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

上木崎小学校 



   
4

5

4

5

SD G s1 7

1

                         
  



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
０１ 児童の豊かな食生活のために  
                 本校では、普段の給食指導や給食委員会の食育集会などを通して、「食 

育」の取組を推進しています。その中で栄養のバランスよく食べることや

食べ物自体や食べ物をつくってくれる生産者の方に感謝の気持ちをもって

食べることなどを学べるようにしています。また１月には「給食週間」を

設定し、児童全員が給食についてのカルタをつくったり、調理員さんにお

手紙を書いたりするなどの活動を通して、「食べること」に感謝できるよ

うにしています。今年度も「日本の郷土の味」や「世界各国の味」を給食

で提供しながら、さらに「食」について学ぶ機会になるようにしたいと考

えています。 

 

０２ 児童の健やかな成長のために  
aa  本校では、「元気あふれる針小っ子」を目指し、健康生活のための生活  

リズムづくりのため、学期１回「針小っ子 けんこうづくりカード」を 

用いて生活習慣のセルフチェックを実施しています。めあてに向かって  

親子で取り組み、一週間の生活習慣を振り返る機会としています。 

また、健康委員会の活動等により、「歯と口の健康づくり」に向けた取

組を推進しています。６月に健康委員会が「歯の大切さ」をテーマに児童

集会で発表をします。普段の歯磨き指導だけでなく、全学年が学級活動で

むし歯や歯周病の予防についての歯科授業に取り組みます。他にも低学年

は、歯・口の健康に関する図画・ポスターづくりに、３年生以上は歯の健

康に関する標語づくりに取り組みます。 

 

０３ 児童の明るい未来のために  
               本校では、校地内の学校ファーム農園にて、低学年の生活科の学習の一

環で野菜の栽培活動を行っています。特に２年生の学習では、地域にお住

まいのゲスト・ティーチャーの協力を得て、大根の栽培を行っています。

種蒔き前の土づくりやマルチ張りからお世話になり、昨年度の収穫の際に

は、売り物顔負けの立派な大根を一人１本ずつ収穫することができました。

また、校地内に農園があるため、大根の種から収穫時まで継続して観察活

動に取り組むことができ、次年度以降の理科や社会科の学習につながる有

意義な学習となっています。本校学区は、マンションが立ち並ぶ住宅地の

ため、学区内には畑や田んぼはありません。こういった野菜の栽培活動は、

本校児童に大変貴重な体験活動となっています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
１「豊かな心をもち たくましく生きる児童を育成する」を学校教

育目標とし、児童一人ひとりが輝く教育活動を推進します。 

２「ともに のびよう」の合言葉の下、保護者・地域・学校の３者

が手を取り合い、子どもたちの健やかな成長を目指しています。

３ 緑豊かな学校で、開校６５年を迎えます。 

■所在地：さいたま市浦和区領家７－２－１   ■電話：048-831-9040 

■FAX：048-835-1356   ■交通：ＪＲ京浜東北線 与野駅徒歩 15 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

針ヶ谷小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 

 
 
 
０１ 総合的な学習の時間を核とした SDGｓの推進 

 

 本校では、総合的な学習の時間において４年生

は「福祉」に関する内容を、５年生は「生き方」

に関する内容について学習しています。 

４年生の福祉では、「共に生きる ～みんなの 

笑顔のためにわたしたちにできること～」をテーマに取り組んでいます。ゲストティ

ーチャーの方の話や、アイマスク・車いす体験を通して、身近な場所の現状や問題点

について気付き、誰もが心地よく生活できることについて考えています。 

 ５年生の「生き方」では「考えよう未来の地球 ～SDGｓ

の達成に向けて～」をテーマに取り組んでいます。まず、

SDGｓの「１７のゴール」について知ることで、地球が抱え

ている課題を知ります。その課題から心が動いたものを選

び、よりよい未来つくりのために、いま自分ができることを

考え、友達同士で発表し合ったり、タブレットにまとめたり

しています。 

０２ 児童の安心・安全な学校生活 
 本校では、児童の登校時に、地域の皆様が交通指導員 

や防犯ボランティアとして、また保護者の皆様が交代で旗

振りを行うことで、児童の安全を見守っています。 

また、児童会が中心となって、「い

じめ撲滅キャンペーン」に取り組

み、全学級がいじめ撲滅スローガンを考え掲示しました。令和 4

年度は「全国いじめ防止サミット」に代表児童 2 名が参加し、大

東小学校の取組を発表してきました。学校・家庭・地域が一体とな

り、安心安全な学校づくりに取り組んでいます。 

 

「みんなキラキラ さわやか笑顔の大東小学校を目指して」 
 ○温かい心が通い合い、子どもたちに豊かな心を培い、夢と希望 

  を育む学校 

 ○一人ひとりの良さを見つけ、よさを伸ばし、毎日の授業や教育 

  活動を創り出していく学校 

○家庭や地域社会と共に歩み、協働し地域と共にある学校 

■所在地：さいたま市浦和区大東３－１４－１   ■電話：048-886-7296 

■FAX：048-811-1330 ■交通:JR 北浦和駅より東武バス東瀬ケ崎バス停下車徒歩 10 分 

さいたま市教育委員会では SDGｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

大東小学校 ＞＞＞＞＞＞＞＞＞



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
 
０１ 健やかな心と体を育む 

 本校は歯・口の健康づくりを推進しています。学校歯科

医や地域の歯科衛生士と連携した指導を行い、毎年治癒率

100%を維持してきました。また、4 年生以上の児童には、

助産師を招き、性に関する指導を行います。保護者への事

前の周知とともに、授業後の児童の様子や感想を記入して

もらうなど、家庭との連携も図っています。 
 

 

 

 

０２ 自ら考え、学び、表現する力を育む 
本校では、一人一台タブレットの授業での効果的な活用

を進めています。エバンジェリストによる、年６回の情報

研修で授業に活用できるアイデアを教職員が共有し、子ど

も達の思考を広げる授業展開を研究しています。児童一人

ひとりが、各自課題をもち、自ら学ぼうとする学習へ展開

されています。 

 

 
 

０３ 地域を愛する心を育む 
本校は学区がとてもコンパクトです。その特性を生か

して 2 年生の生活科「町たんけん」では、地域の駄菓子

屋・中学・交番・会社等、学区内の多様な職業を訪問し、

インタビューします。親や教師以外の大人と触れ合うこと

で、地域への愛着を育むと同時に、地域の人々に児童を知

ってもらい、見守ってもらう意味もあります。 

 また、図書ボランティアを始め多くの保護者や地域の方

によるボランティア活動が学校を支えています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
「明日に向かって学び合うひまわりっ子」を目標に、子ども

一人ひとりに寄り添いながら、地域から信頼される学校を

目指して教育活動に取り組んでいます。 

■所在地：さいたま市浦和区針ヶ谷４－２－１２   ■電話：048-825-6336 

■FAX：048-835-1353   ■交通：ＪＲ京浜東北線 北浦和駅徒歩 10 分 

さいたま市教育委員会では SDGｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

常盤北小学校 


